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理事会で開会あいさつをする坊会長

「都市問題に関する特別委員会」令和 ７ 年度 研究テーマ決まる

役 員 補 欠 選 任役 員 補 欠 選 任
【副会長】
東北部会	 松野久郎(白石市議長）
関東部会	 須永宣延(熊谷市議長）
東海部会	 竹山　聡(一宮市議長）
近畿部会	 垣内廣明(丹波市議長）
四国部会	 平田文彦(高知市議長）

【監　事】
中国部会	 田口裕士（岡山市議長）

本
会（
会
長
＝
坊
恭
寿・神

戸
市
会
議
長
）
は
5
月
21
日
、

全
国
都
市
会
館
で
第
236
回
理

事
会
を
開
催
し
、
役
員
補
欠

選
任
を
行
い
、
翌
22
日
に
開

催
さ
れ
る
第
100
回
定
期
総
会

の
運
営
、
会
長
提
出
議
案
等

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

会
長
提
出
議
案
は
、①
多

様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参

画
促
進
に
関
す
る
決
議
②
地

方
税
財
源
の
充
実
確
保
及
び

地
方
創
生
・
地
方
分
権
の
推

進
に
関
す
る
決
議
③
下
請
け

い
じ
め
の
根
絶
を
求
め
る
決

議
④
頻
発
・
激
甚
化
す
る
大

規
模
災
害
等
か
ら
の
防
災
・

減
災
対
策
及
び
復
旧
・
復
興

対
策
等
に
関
す
る
決
議
⑤
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら

第１００回定期総会の運営を了承

の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決

議
⑥
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決
議

と
市
議
会
議
員
及
び
市
議
会

事
務
局
職
員
に
対
す
る
研
修

の
重
要
性
に
鑑
み
、会
則
の

本
会
事
業
に
同
研
修
事
業
を

加
え
る
会
則
の
一
部
改
正
案

で
、い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
7
年
度

の
「
都
市
問
題
に
関
す
る
特

別
委
員
会
」
の
調
査
研
究
テ

ー
マ
を
「
大
規
模
地
震
に
備

え
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

幹
で
あ
る
選
挙
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
は
非
常
に
危
機
的
な

状
況
と
の
懸
念
を
表
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、

就
業
者
の
9
割
を
占
め
る
会

社
員
等
か
ら
の
立
候
補
を
促

す
こ
と
が
重
要
で
、
会
社
員

か
ら
議
員
に
転
身
し
て
も
厚

生
年
金
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
、
社
会
保
障
の
一
環
と
し

て
地
方
議
員
も
厚
生
年
金
の

適
用
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を

理
事
会
で
は
、
事
務
局
か

ら
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
状
況
に
つ
い
て
3

月
29
日
現
在
、
815
市
区
中
422

市
区
議
会
で
意
見
書
が
可
決

さ
れ
、
採
択
率
が
51
・
8
％

に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

坊
会
長
は
理
事
会
の
席
上
、

地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不

足
や
無
投
票
当
選
の
増
加
な

ど
地
方
議
会
を
取
り
巻
く
状

況
は
深
刻
で
、民
主
主
義
の
根

整
備
す
る
こ
と
が
我
々
の
責

務
と
の
考
え
を
示
し
た
。

続
け
て
坊
会
長
は
、
本
年

は
5
年
に
一
度
の
公
的
年
金

制
度
の
財
政
検
証
が
実
施
さ

れ
、
検
証
結
果
が
そ
の
後
の

年
金
制
度
改
革
に
繋
が
る
重

要
な
年
と
の
認
識
を
示
し
、

そ
の
た
め
に
も
地
方
か
ら
で

き
る
限
り
多
く
の
声
を
上
げ

る
こ
と
が
重
要
と
訴
え
、
副

会
長
を
は
じ
め
部
会
長
、
理

事
及
び
相
談
役
に
お
い
て
、

各
都
道
府
県
で
の
同
趣
旨
の

意
見
書
採
択
の
促
進
に
つ
い

て
協
力
を
求
め
た
。

「
地
方
か
ら
多
く
の
声
を
」

厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
員
の
加
入

坊 

会
長
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経
営
基
盤
安
定
化

医
師
確
保・偏
在
解
消

決
議
を
決
定

定期総会

自治体
病院協全

国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
山
田
典
幸
・
名
寄
市
議
会
議
長
）

は
5
月
14
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
52
回
定
期
総
会
を
開
催
。
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
病
院
の
経
営
基
盤
安
定
や
医
師

確
保
・
偏
在
解
消
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採
択
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を

行
い
、
新
会
長
に
高た

か

誠ま
こ
と金

沢
市
議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

山田病院協会長
（名寄市）

高病院協新会長
（金沢市）

山
田
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
の
一
刻
も
早

い
復
興
・
復
旧
を
祈
念
す
る

と
と
も
に
、「
本
格
的
な
人

口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
お

い
て
も
、
地
域
が
自
治
体
病

院
に
求
め
る
良
質
な
医
療
を

継
続
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
精
力
的
に
要
望
活

吉和監事
（尾道市）

役
員
改
選
で
は
、
小
松
穂

積
役
員
選
考
委
員
長
（
男
鹿

市
議
会
議
長
）
か
ら
正
副
会

長
・
監
事
・
理
事
候
補
の
選
考

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
新
会

長
に
高
誠
金
沢
市
議
会
議
長

を
選
任
。
他
の
役
員
に
つ
い

て
も
全
会
一
致
で
選
任
し
た
。

新
会
長
に
就
任
し
た
高
会

長
は
、板
垣
成
二
副
会
長
（
出

雲
市
議
会
議
長
）
を
会
長
職

務
代
理
者
に
指
名
す
る
と
と

も
に
、
山
田
前
会
長
に
相
談

役
を
委
嘱
し
た
。

【
新
役
員
一
覧
（
理
事
除
く
）】

▽
会
長
＝
金
沢
市

▽
副
会
長
＝
室
蘭
市
、
石
巻

市
、
長
野
市
、
越
谷
市
、
松

小松役員選考委員長
（男鹿市）

新
会
長
に
高
金
沢
市
議
長

森自治体病院議連
会長（衆議院議員）

役
員
改
選

一、	地域医療の中核を担う自治体病院の経営基
盤安定のため、特に小児医療、救急医療、精
神科医療、へき地医療、高度医療、周産期
医療など政策医療や不採算医療に対する財
政措置を更に拡充すること。

一、	医師の地域偏在・診療科偏在を解消するた
め、医師不足地域での一定期間勤務の義務
付けや、診療科ごとの必要専門医数の養成
と地域への配置など、地域の医療ニーズに
対応した支援体制を早急に確立すること。

一、	女性医師・女性看護職員が仕事と出産・育
児を両立できるよう、院内保育所・病児保
育の体制整備や復職支援の充実など、安心
して働き続けられる職場環境の整備促進
を支援すること。

一、	医療従事者の負担軽減及び働き方改革に
対応するため、医師事務作業補助者や看護
補助者等の人員確保、業務効率化に向けた
ＩＣＴ導入等に必要な経費に対する財政
支援措置を拡充すること。

一、	医療の地域偏在を解消するため、先端技術
を活用したオンライン診療等遠隔医療環
境の一層の整備促進を図ること。

一、	救急医療体制の改善のため、医療機関の適
切な受診を広く国民に啓発するとともに、各地
域で行っている救急医療電話相談等の普及・
周知を図ること。

一、	地域医療構想の取組推進に当たっては、
個々の病院及び地域の事情を十分に踏まえ
るとともに、持続可能な地域医療提供体制
の実現に向け支援すること。

一、	大規模な自然災害が頻発する我が国におけ
る医療提供体制を確保するため、医療機関
の地震災害・風水害・雪害対策等への支援
を充実強化すること。

決議（令和 6 年 5 月 14日決定）

動
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
森

英
介
自
治
体
病
院
議
員

連
盟
会
長
（
衆
議
院
議

員
）、中
井
幹
晴
総
務
省

大
臣
官
房
審
議
官
（
公

営
企
業
担
当
）
か
ら
の

あ
い
さ
つ
、
杉
本
達
治

全
国
自
治
体
病
院
開
設

者
協
議
会
会
長
（
福
井

県
知
事
）
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
代
読
が
あ
っ

た
。協

議
で
は
、
令
和
５

年
度
決
算
に
つ
い
て
吉よ
し

和わ 

宏ひ
ろ
し

監
事（
尾
道
市
議
会
議

長
）
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、

認
定
。
続
い
て
、令
和
６
年
度

事
業
計
画
、予
算
に
つ
い
て
決

定
し
た
。

阪
市
、田
辺
市
、出
雲
市
（
会

長
職
務
代
理
）、
徳
島
市
、
串

間
市

▽
監
事
＝
都
留
市
、
多
久
市

決
議
を
決
定
、
要
望
活
動

役
員
改
選
後
、
山
田
相
談

役
が
総
会
決
議
の
提
案
を
行

い
、
こ
れ
を
決
定
。

総
会
終
了
後
、
新
旧
会
長

は
濵
地
雅
一
厚
生
労
働
副
大

臣
を
訪
ね
、
決
議
を
手
交
の

上
、
要
望
を
行
っ
た
。

ま
た
、翌
週
の
21
日
、高
会

長
と
板
垣
副
会
長
は
自
治
体

病
院
議
員
連
盟
総
会
に
出
席

し
、
森
会
長
ら
役
員
へ
決
議

を
手
交
の
上
、
要
望
を
行
っ

た
（
３
面
左
に
写
真
掲
載
）。

濵地厚生労働副大臣（中央）に要望
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
の
高
誠
会
長

（
金
沢
市
議
会
議
長
）、
板
垣

成
二
会
長
代
理・副
会
長（
出

雲
市
議
会
議
長
）
は
５
月
21

日
、
１
４
２
名
の
国
会
議
員

で
構
成
さ
れ
る
自
治
体
病
院

議
員
連
盟
（
会
長
＝
森
英

介・衆
議
院
議
員
）の
総
会
に

出
席
し
た
。

高
会
長
は
総
会
で
、
▽
地

域
医
療
の
確
保
や
経
営
基
盤

の
安
定
化
を
図
る
た
め
の
財

政
措
置
▽
地
方
に
お
け
る
医

師
不
足
・
偏
在
の
早
期
解
消

▽
地
方
の
意
見
を
反
映
し
た

地
域
医
療
構
想
―
の
3
項
目

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

地
域
医
療
の
確
保
や
経
営

基
盤
の
安
定
化
に
つ
い
て
は
、

地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
自

治
体
病
院
の
経
営
基
盤
安
定

の
た
め
、特
に
小
児
医
療
、救

急
医
療
、精
神
科
医
療
、へ
き

地
医
療
な
ど
不
採
算
医
療
に

対
す
る
さ
ら
な
る
財
政
措
置

の
拡
充
を
要
望
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
５

類
」
移
行
に
よ
る
医
療
機
関

に
対
す
る
公
費
支
援
等
の
終

了
、
加
え
て
最
近
の
物
価
高

騰
に
よ
る
今
後
の
自
治
体
病

院
経
営
へ
の
影
響
を
指
摘
し
、

医
療
提
供
体
制
の
維
持
に
向

け
た
十
分
な
財
政
措
置
を
要

望
し
た
。

地
方
に
お
け
る
医
師
不

足
・
偏
在
の
早
期
解
消
に
つ

い
て
は
、
小
児
科
や
産
科
な

ど
に
お
け
る
医
師
不

足
が
深
刻
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
医
師
の

地
域
偏
在
も
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
国
に
よ
る
対
策
の

着
実
な
推
進
と
実
効

性
・
即
効
性
の
あ
る

支
援
措
置
を
求
め
た
。

地
域
医
療
構
想
に

つ
い
て
は
、
自
治
体

病
院
の
果
た
す
役
割

が
全
国
一
律
で
は
な

く
、
地
域
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
か
ら
、

再
編
・
統
合
等
を
議
論
す
る

際
に
は
、
地
域
の
実
情
を
十

分
に
踏
ま
え
た
、
さ
ら
な
る

支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
な
ど

を
求
め
た
。

ま
た
、

令
和
８
年

度
以
降
の

新
た
な
地

域
医
療
構

想
に
つ
い

て
、令
和

22
年
（
２

０
４
０
年
）

を
見
据
え

た
人
口
構

造
の
変
化

へ
の
対
応

森英介議連会長（中央）に決議を手交する高会長（左）、
板垣会長代理・副会長（右）

谷公一議連幹事長代行（中央）に要望

三ッ林裕巳議連事務局長（中央）に要望

奥野信亮議連幹事長（中央）に要望

も
踏
ま
え
、継
続
し
て
地
方

の
意
見
を
十
分
に
反
映
す
る

こ
と
を
求
め
た
。

終
了
後
、
板
垣
副
会
長
は
、

関
係
三
団
体
（
全
国
自
治
体

病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会
、

全
国
自
治
体
病
院
開
設
者
協

議
会
、
公
益
社
団
法
人
全
国

自
治
体
病
院
協
議
会
）
合
同

の
要
望
活
動
に
参
加
。
松
本

剛
明
総
務
大
臣
、
濵
地
雅
一

厚
生
労
働
副
大
臣
に
面
談
し
、

自
治
体
病
院
が
抱
え
る
課
題

改
善
に
向
け
た
要
望
を
行
っ

た
。

松本総務大臣（中央）に要望

濵地厚生労働副大臣（中央）に要望

高病院協会長
（金沢市）

自
治
体
病
院
議
連
総
会

地
域
医
療
確
保
を
要
望

自治体
病院協



令和 6年 5月 25日号（4）第 2265 号 全 国 市 議 会 旬 報

「「「景観まちづくり」の過去・現在・未来「景観まちづくり」の過去・現在・未来」」

第56回『都市問題』 
公開講座

公益財団法人 後藤・安田記念東京都市研究所
The Tokyo Institute for Municipal Research

公益財団法人 後藤・安田記念東京都市研究所
〒100-0012　東京都千代田区日比谷公園1-3　市政会館 5階　TEL：03-3591-1201　FAX：03-3591-1209

https://www.timr.or.jp/

お問合せ先

北海道から沖縄まで日本各地には魅力的な景観があふれている。それぞれの地域では、住民の努力、行政による規制や誘導、
民間企業の協力など、公・共・私がさまざまな役割を担いながら、その土地ならではの景観を守り、育んでいる。景観は生活者の身
近に存在し、それを継承していくことは、地域への愛着にもつながる。
2024年は景観法制定から20年で、景観まちづくりの大きな節目の年でもあるが、この20年間で、日本は人口減少社会に突入し、
魅力的な景観を育んできた地域を取り巻く状況も大きく変化している。
景観まちづくりの現状を住民・行政・民間企業の役割に着目しながら整理するとともに、生活者にとって魅力的な景観まちづくり

のあり方について考えたい。

基 調 講 演

八王子市 拠点整備部 市街地整備課	 赤 羽　祐 哉 氏
京町家再生研究会 理事	 小 島 富佐江 氏
株式会社 上條・福島都市設計事務所 
共同主宰	 福 島　秀 哉 氏

パネルディスカッション
【司 会】
國學院大學 観光まちづくり学部長	 西 村　幸 夫 氏
【パネリスト】
赤 羽  祐 哉 氏 / 小 島 富佐江 氏 / 福 島  秀 哉 氏

日 程	 令和 6 年 7 月 20 日（土）
	 13:00 ～ 16:00（開場12:30）
場 所	 日本プレスセンター　10階ホール
	 〒 100-0011	 東京都千代田区内幸町 2 ー 2 ー 1
参加費	 無　料

参加申込	 後藤・安田記念東京都市研究所
	 ホームページより 
申込期限	 令和 6 年 7 月 18 日（木）
	 ※満席となりしだい受付を終了します。

日程・会場 出 演 者

申込要領

▽
根
室
市
（
北
海
道
）

〒
０
８
７
―
８
７
１
１

根
室
市
常
盤
町
２
―
27

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

内
装
に
は
道
産
木
材
が
使

用
さ
れ
、
暖
か
み
の
あ
る
空

間
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
机

は
可
動
式
、
床
は
フ
ラ
ッ
ト

構
造
で
、
多
目
的
な
利
用
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

傍
聴
席
に
は
車
い
す
席
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成

根室市役所新庁舎
（写真提供＝根室市）

議場
（写真提供＝根室市）

▽
深
川
市
（
北
海
道
）

〒
０
７
４
―
８
６
５
０

深
川
市
２
―
17
―
17

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
場
の
内
装
に
は
市
内
産

の
シ
ラ
カ
バ
な
ど
の
木
材
が

使
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
傍

聴
席
に
は
車
い
す
ス
ペ
ー
ス

や
親
子
傍
聴
室
が
新
た
に
設

け
ら
れ
て
い
る
。

深川市役所新庁舎
（写真提供＝深川市）

議場
（写真提供＝深川市）

▽
鳴
門
市
（
徳
島
県
）

〒
７
７
２
―
８
５
０
１

鳴
門
市
撫
養
町
南
浜
字
東
浜

１
７
０

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

木
材
を
使
用
し
た
内
装
に

よ
り
暖
か
み
の
あ
る
空
間
を

目
指
し
て
い
る
ほ
か
、
傍
聴

席
に
は
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
や

難
聴
支
援
設
備
が
整
備
さ
れ
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た

構
造
と
な
っ
て
い
る
。

鳴門市役所新庁舎
（写真提供＝鳴門市）

議場
（写真提供＝鳴門市）

https://www.timr.or.jp/
https://www.timr.or.jp/toshimondai/inquire.html
https://www.timr.or.jp/toshimondai/inquire.html
https://www.timr.or.jp/toshimondai/index.html

